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★今月
こんげつ

の星
ほし

もよう★ 
  ８月の宵

よい

の空
そら

では、夏
なつ

の星座
せ い ざ

を探
さが

す目印
めじるし

となる夏の大三角
だいさんかく

が天頂
てんちょう

付近
ふ き ん

にまで

昇
のぼ

って来
き

ます。「こと座」、「わし座」、「はくちょう座」を見
み

つけたら、さらに「や座」と

「いるか座」を探してみましょう。明
あか

るい星がない星座のため、街灯
がいとう

などの人工
じんこう

の

光
ひかり

が少
すく

ない場所
ば し ょ

で観察
かんさつ

してみてください。小
ちい

さくてかわいらしい姿
すがた

は一度
い ち ど

見つ

けたら、次
つぎ

からは容易
よ う い

に見つけられるでしょう。 

  「さそり座」のしっぽの毒針
どくばり

の東側
ひがしがわ

には「いて座」があり、北斗
ほ く と

七星
しちせい

とよく似
に

た

星の並
なら

び「南斗六
なんとろく

星
せい

」が目印になっています。この辺
あた

りが天
あま

の川
がわ

銀河
ぎ ん が

の中心
ちゅうしん

方向
ほうこう

になります。 

 ★スピカ食
しょく

★ 
 8月１０日に、おとめ座の 1等

とう

星
せい

スピカが月に隠
かく

される「スピカ食
しょく

」が起
お

こ

ります。スピカ食は今年
こ と し

の１２月２５日の明
あ

け方
がた

にも起こりますが、宵の時間
じ か ん

に起こる今回
こんかい

が観察にはおすすめです。 

 スピカは、豊川では２０時２１分頃
ごろ

、月の暗
くら

い側
がわ

の縁
ふち

（暗
あん

縁
えん

）から月に隠され

ます。そのため、スピカは月の明るく輝
かがや

いている部分
ぶ ぶ ん

から離
はな

れた所
ところ

で、

突然
とつぜん

消
き

えるかのように見えるでしょう。そして、２０時５４分頃に再度
さ い ど

月の明

るい部分（明縁
めいえん

）から現
あらわ

れます。空
そら

の低
ひく

い所で起こる現象
げんしょう

なので、南西
なんせい

の

方角
ほうがく

がひらけた場所で観察しましょう。 

★ペルセウス座流星群
りゅうせいぐん

★ 
 ペルセウス座流星群

りゅうせいぐん

が８月１２日深夜
し ん や

に極大
きょくだい

（最
もっと

も多
おお

くの流星が出現
しゅつげん

する頃）を迎
むか

えます。ペルセウス座流

星群は三
さん

大
だい

流星群のひとつで明るい流星が多く、条件
じょうけん

が良
よ

ければ 1 時間に 50～60個
こ

の流星が見込
み こ

まれる

活発
かっぱつ

な流星群です。今年の極大は１２日の２３時頃と予想
よ そ う

されていますが、放射点
ほうしゃてん

（流星群の流星が飛
と

び出
だ

す

天球上
てんきゅうじょう

の点）が高
たか

くなる１３日の夜明
よ あ

け頃まで、多くの流星が見られると予想されています。流星は放射点があ

るペルセウス座付近だけではなく、空全体
ぜんたい

に見られます。街灯などの人工の光が少なく、できるだけ空を広
ひろ

く

見渡
み わ た

せる場所で観察してみましょう。 

   〈流星群はなぜその日に多く流れるのでしょう。〉 

 宇宙
うちゅう

空間
くうかん

にただよう直径
ちょっけい

1 ミリメートルから数
すう

センチメートル程
ほど

のチリの粒
つぶ

が地球
ちきゅう

に落
お

ちて来る時に、地球の大気
た い き

とぶつかって発光
はっこう

して見えるのが流星

です。そしてこのチリを宇宙空間にまき散
ち

らしているのが、ほうき星と呼
よ

ばれ

る彗星
すいせい

です。彗星の軌道上
きどうじょう

には放出
ほうしゅつ

したチリが帯状
おびじょう

に密集
みっしゅう

しています。この

彗星の軌道と地球の軌道が交差
こ う さ

しているところでは、たくさんのチリの粒が

地球に降
ふ

り注
そそ

いで来ます。地球が彗星の軌道を通過
つ う か

する日時
に ち じ

が毎年
まいとし

ほぼ決
き

ま

っているため、流星が１番
ばん

多く流れる日が特定
とくてい

できるのです。このタイミング

で日本が夜
よる

の側にあると流星が多く見られるというわけです。 

 チリの粒は同じ方向からやって来て、ほぼ平行
へいこう

に地球に飛び込んで来ます

が、それを地上
ちじょう

から見ると、星空のある一点
いってん

から四方
し ほ う

八方
はっぽう

さまざまな方向に

飛び出してくるように見えます。この流星が飛び出してくる中心を放射点と呼び、放射点のある星座の名前
な ま え

が流

星群の名前となります。また、ペルセウス座流星群のもとになる天体
てんたい

（母天体
ぼてんたい

）は太陽
たいよう

の周
まわ

りを約
やく

130年
ねん

周期
しゅうき

で

公転
こうてん

しているスイフト・タットル彗星です。 

☆8月のプラネタリウムの内容
ないよう

については、別
べつ

刷
ず

りの「投影
とうえい

案内
あんない

」をご覧
らん

ください 

☆プラネタリウムのお休み 8／5（月）、13（火）、14（水）、19（月）、21（水）、26（月） 

豊川市ジオスペース館 

8/10 スピカ食 
潜入 20:21 

出現 20:54 

月

[ 文

書 の

重 要

な 部

分 を

引 用

し て

読 者

の 注

意 を

引 い

た

り 、

こ の

ス ペ

ー ス

を 使

っ て

注 目

ポ イ

ン ト

を 強

調 し

た り

し ま

し ょ

う 。

スピカ 

. 

南斗六星 

さそり座 

いて座 

. 



 

★ 8月の主な天文現象 ★         

今月
こんげつ

中 旬
ちゅうじゅん

、明
あ

け方
がた

の東
ひがし

の空
そら

で火星と木星が同
おな

じ

方向
ほうこう

で接近して見
み

えます。最
さい

接近する 14 日深夜
しんや

～

15 日未明
みめい

にはふたつの星
ほし

の間隔
かんかく

は約
やく

0.3°まで接

近。これは 100倍
ばい

程度
て い ど

の望遠鏡
ぼうえんきょう

で同時
ど う じ

に見ること

が出来
で き

るほどです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

4日（日）    新月
しんげつ

 

10日（土） 伝統的
でんとうてき

七夕
たなばた

 

 おとめ座α星
せい

スピカ（１.0等
とう

）食
しょく

 

１2日（月） ２３時、ペルセウス座
ざ

流星群
りゅうせいぐん

極大
きょくだい

 

１3日（火）      上弦
じょうげん

 

15日(木) 火星
か せ い

と木星
もくせい

大接近
だいせっきん

 

２0日（火）    満月
まんげつ

（スタージョンムーン） 

２6日（月）      下弦
か げ ん

 

8 月中旬午後９時頃の星空 

提供 国立天文台 

星座絵   ©長谷部 孝男 

火星 

木星 

火星 

木星 

100倍のイメージ 

火星
か せ い

と木星
もくせい

が大接近
だいせっきん

 

アルデバラン 

８月１５日の未明 

土星 
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